








8) 9) 卒業後のスポーツ行動は，学校体育で得た体験の影響を受けていると考えられる 。 学校体
育での運動への参与と回避は，後者を「運動嫌い」として研究したもののなかにみられる。
「運動嫌い」の研究の中心はその特徴と要因を探ることであった 。
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参与したい 20 1 (78.6%) 
• したくない 0 3 (21.4%) 









OP群 OA群 TP群 TA群
はい 1 (55") 1 (7.1 %) 57 (62.6%) 4 (44.4%) 
いいえ 9 (45%) IJ (92. 9") 34 (37. 4") 5 (55. 6") 
X'=6. JO (P<O. 05) X•=O. 50(N．S. I 
・兄弟綽舷がスポーツクラプ等に入っていた
OP群 OA群
はい 6 (30") 4 (28. 6") 
いいえ 14 (70") 10 (71. 4") 
X'"'0. 0 (N. S.) 
TP群 TA霧
32 (35. 2%) 2 (22. 2%） 
59 (64.1") 7 (77.1") 
X'=O. 17 <JI. S. > 
．迅いかけっこや鉄檸など．主に身体を動かす遭びが好きだった
OP群 OA群 TP群 TA群
はい 14 (701,) 4 (21, 61,) 83 (91. 2,r.) 6 (66. 71,) 
いいえ s (301.l 10 (11. 41.l a o. a,r.i a (33. 31') 
X • =4. 13 (P<O. 05) x、=2.u (I'<0. I 
・寧の国りに遊び場がなく．家の中で遥んでいることが多かった
OP群 OA罪 TP霧 TA霧
はい l ($ ") 5 (3$. 7") l (I. I ") l (II, I") 
いいえ 19 (95") 9 ぼ． 3") 90 (98. 9") 8 (&a. 9い

















14, 18, 21, 22, 24, 25, 26, 27, 28, 
29, 30, 31, 罰16項目，項目1,2, 3, 
4, 5, 6, 7, 8, 10, 11, 15, 16, 17, 
19, 20, 23) に対する参与群，回避群の回答を強化，罰の体験の数によってまとめたものが，
表 4である。両群とも強化項目の体験数のほうが罰項目よりも多い。さらに，強化体験を 0~
7個のものと 8~15個のもの，罰体験を 0~4個のものと 5~9個のものにそれぞれ二分した
（分割は最大体験量の中央値をとった）。そして，強化体験の多少，罰体験の多少に基づいて，
参与群，回避群をまとめたものが，表 5である。グループ（参与，回避の 2水準），強化の量













































































0 1 2 3 4 5 6 
゜1 1 2 1 
3 2 
4 4 3 1 1 
5 3 1 3 1 
6 2 1 1 1 
7 2 2 2 3 2 
8 2 2 1 1 
9 2 4 1 1 3 
10 5 5 4 2 1 
11 5 3 3 1 1 1 
12 3 4 4 1 
13 2 2 1 1 1 
14 2 1 1 1 




1 2 3 4 5 6 7 8 9 
゜
2 1 1 2 1 
1 1 1 1 
2 1 1 
3 1 1 
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兄弟姉妹がスポーツクラプ等に入っていた． （ ） 
追いかけっこや鉄搾など、主に身体を動かす遊びが好きだった． （ ） 
家の回りに遊び場がなく．家の中で遊んでいることが多かった． （ ） 
2. 運動・・スポーツに対してどのように感じていますか．
あてはまるところに0印をつけて下さい．




行いたい 一週間に何回くらい？ （ 






はい（ ） 。いいえ（ ） 
l はいと答えた方だけお答え下さい．





























2 2. ( ）クラスや学校の代表選手として運勁会や殻技会に
でた．
23. < ）先生はできないとすぐに怒った．
24. C ）人とよく技能を妓いあった．
25. （ ）自分は他人よリ運動が上手だった．
26. C ）コッコッ棟習して・連動ができるようになった．
27. （ ）器用でだいたいの運動はこなすほうであった．
28. C ）試合に務ったことがある．
29. ( ）先生からほめられたことがある．
30. C ）すばらしいスポーツの試合を見て感微した．
31. ( ）体育の成桟はいつもよかった．
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